*引用忘れや間違いなど不適切な部分がないかを確認するための補助ツールとしてiThenticateを利用してください。
*学位論文（和文、英文とも）についてiTheticateの実施と本確認書の提出が必要です。 
原典論文、要件論文についての確認書はありませんが、iThenticate実施を推奨しています。


[bookmark: _GoBack]学位論文剽窃チェック「iThenticate」実施確認書　
年　　月　　日
医学博士課程専攻長・教務委員長殿

次の学位論文について指導教員によるiThenticateの確認を行い、不適切な部分がないことを確認しました。
予備審査 　　　　 本審査　　　
学位論文の掲載予定について：投稿中/掲載済み（掲載予定を含む)/投稿予定
学位論文タイトル：

指導教員および副指導教員と申請者本人は、以下について充分に確認を行いました。
 iThenticateで指摘のあった箇所を（パーセントや語数によらず）すべて確認しました。
 iThenticateは画像、Webにない情報（日本語の多く）、論文の内容自体について
　 検出できないことを理解しています。
iThenticate実施画面を裏面の枠内に添付しました。

申請者および指導教員、副指導教員について署名または押印、およびiThenticate実施者の報告
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　（学籍番号：　　　　　　　　　　　　　専攻名：　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iThenticate実施者に

指導教員氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
副指導教員氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　印






副指導教員氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　印

1. 博士学位論文の指導教員は，人間総合科学研究科運営委員会において研究指導担当教員の資格認定を受けた者に限る｡
2. 博士学位論文の副指導教員は、人間総合科学研究科運営委員会において、研究指導担当または授業担当の認定を受けた者に限る。

申請者氏名：
学位論文タイトル： 
以下のとおりiThenticateを実施しました。


この確認書は両面印刷1枚にして提出のこと。

